
この 2 つの表は、知っている単語をアルファベット順に並べてみたものです。子どもた

ちにアルファベット文字の形のイメージを作らせ、順序を意識させながら、知っている単語

を集めさせる、そんな活動のヒントになると思います。Z までたどり着いた快感を味わい、

何度でも挑戦してみると、意外にたくさんの語彙を思いつくことができて、嬉しいものです。 

そんなことを続けている間に、文字への理解も深まっていくと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



自分の持ち物の中に、英語で言える単語を探してみる、そうしたら、英語でも、「持って

います！」って言った後では、言えたことを書いてみたい、そんな気持ちを実現させてあげ

たいと思います。全部書かせよう、などと欲張らず、子どもが “I have ….” と上手に言え

たものだけを書かせます。 

手袋を除いてすべて一つずつなので冠詞の a をつけて、でもご注意！apron, eraser, 

onion には冠詞の anを、数えられない ink,  yogurtには冠詞をつけません。こんなこと

で、英語のルールをちょっとだけ覗き見させましょう。 

 

 

 

 

 


